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　コーポレートガバナンスの仕組みを活用して企業価値を高めている日本
企業を称賛する「コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー２０２０」の
表彰式が１月１８日、東京・内幸町の帝国ホテル東京で開かれた。６回目
となる今回は、コロナ禍の中でオンライン中継を交えた異例の開催。大
賞を受賞したキリンホールディングスをはじめ、受賞企業が実践する取締
役会での“多面的なモニタリング”やそれに向けた“骨太な議論”は羨
望の的となった。折しも時代は大きな転換期。かつてない“大決断”の
時だ。原動力となる強力な“経営力”を受賞企業に学びたい。

開会のあいさつで「受賞企
業は多くの企業にとって目
指すところ」と評した日本
取締役協会の宮内義彦会長

「日本企業のコーポレート
ガバナンスが前進するよう
サポートしていく」と述べ
た金融庁企画市場局の島崎
征夫企業開示課長

「受賞企業にはガバナンス
改革のリーダーとしての躍
進に期待したい」とあいさ
つした東京証券取引所の小
沼泰之取締役専務執行役員

東京都の児玉英一郎戦略政策情報推進本部
次長からトロフィーを受け取ったライオン
の掬川正純代表取締役社長執行役員（左）

審査講評するKPMG Japan
の芝坂佳子コーポレートガ
バナンス　センター・オブ・
エクセレンス パートナー

経済産業省の新原浩朗経済産業政策局
長からトロフィーを受け取ったTDK
の石黒成直代表取締役社長（左）

アドバンテストの吉田芳明代表取締役兼
執行役員社長(CEO)

テルモの三村孝仁代表取締役会長

大賞企業に輝いたキリンホールディングスの
磯崎功典代表取締役社長

コーポレートガバナンスオブザイヤー各賞の受賞企業代表者ら

Corporate Governance
of  The Year 2020
Awarding Ceremony
コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー 2020　表彰式

日時：2021年1月18日（月）　　
会場：帝国ホテル東京　本館2階　孔雀西の間　
主催　一般社団法人　日本取締役協会
後援　金融庁、経済産業省、法務省、東京都、
　　　東京証券取引所/日本取引所グループ
協力　日本公認会計士協会、
　　　一般社団法人　日本IR協議会、
　　　Asian Corporate Governance Association
データ分析協力　みさき投資株式会社

経営力

今年は
オンライン
中継も実施
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　今回のコーポレートガバナンス・オブ・
ザ・イヤーの表彰式は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止の観点から関係者の
みが会場に参集。例年行われてきた懇
親会も実施しなかったが、これに代わり
同協会の設立２０周年を記念した基調講
演と、審査委員や受賞企業の経営トップ
らを招いたパネルディスカッションが行わ
れ、その様子はオンライン中継された。

——第2部——

日本取締役協会
20周年記念シンポジウム
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基調講演で登壇する日本取締役協会の
冨山和彦副会長

モデレーターを務めたボードアドバイ
ザーズの安田結子シニアパートナー

パネルディスカッションに登壇し
たオムロンの立石文雄取締役会長

オンライン登壇したヤマハの中田卓也
取締役代表執行役社長

コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー審査委員
長を務めた斉藤惇日本プロ野球組織コミッショナー

パネルディスカッションに臨んだ
（右から）、立石文雄氏、斉藤惇氏、
安田結子氏、オンラインで参加した
中田卓也氏

JA
CD the 20th anniversary symposium


